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―
『
東
海
道
名
所
記
』
に
見
る

　

山
科（
現
京
都
市
山
科
区
）は
、
京
都
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る
。
髭
茶
屋
追
分（
追

分
髭
茶
屋
町
。
俗
に
山
科
追
分
と
も
。
現
山
科
区
髭
茶
屋
町
～
滋
賀
県
大
津
市
追
分
町
）か

ら
京
都
三
条
大
橋
に
向
か
う
東
海
道（
東
海
道
五
十
三
次
。
髭
茶
屋
追
分
か
ら
三
条
大

橋
ま
で
は
三
条
街
道
と
も
呼
ば
れ
た
）と
、
髭
茶
屋
追
分
か
ら
分
岐
し
て
南
に
向
か
う

奈
良
街
道（
奈
良
街
道
は
さ
ら
に
小
野
〈
現
山
科
区
小
野
〉
で
、
醍
醐
寺
・
六
地
蔵
・
宇

治
を
経
て
奈
良
に
向
か
う
奈
良
街
道
と
、
勧
修
寺
・
大
亀
谷
・
深
草
藤
森
を
経
て
伏
見
に

向
か
う
伏
見
街
道
に
分
岐
す
る
）の
二
つ
の
大
き
な
街
道
が
山
科
に
は
通
っ
て
い
た（（
（

。

　

追
分
髭
茶
屋
町
の
東
海
道
と
奈
良
街
道（
伏
見
街
道
）の
分
岐
点（
現
山
科
区
髭
茶

屋
町
）に
は
、
右
側
に
「
み
ぎ
ハ
京
み
ち
」、
左
側
に
「
ひ
だ
り
ハ
ふ
し
ミ
み
ち
」、

さ
ら
に
別
の
一
面
に
は
「
柳
緑
花
紅
」（
柳
は
緑
花
は
紅
。
宋
の
詩
人
蘇
東
坡
の
詩
）

と
刻
ま
れ
た
、『
都
名
所
図
会
』
巻
之
三
に
も
紹
介
さ
れ
た
道
標
が
立
っ
て
い
る

（
現
在
現
地
に
立
つ
の
は
、
本
物
を
再
現
し
た
レ
プ
リ
カ
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
本
物
は
琵

琶
湖
文
化
博
物
館
を
経
て
、
安
土
城
考
古
博
物
館
に
あ
る（
（
（

）。

　

伏
見
街
道
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
伏
見
城
築
城
と
と
も
に
整
備
さ
れ
た
街
道
で
あ

る
（
（
（

。
江
戸
幕
府
は
伏
見
城
を
廃
城
と
し
た
が
、
西
国
の
大
名
が
参
勤
交
代
に
際
し

て
京
都
の
天
皇
と
接
触
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
京
都
を
迂
回
し
て
伏
見
を
通
る
よ

う
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
伏
見
街
道（
大
坂
街
道
）は
髭
茶
屋
追
分
か
ら
、
伏
見

宿
・
淀
宿
・
枚
方
宿
・
守
口
宿
の
四
宿
を
淀
川
南
岸
と
と
も
に
大
坂
の
京
橋
・
高

麗
橋
ま
で
歩
く
東
海
道
五
十
七
次
と
も
さ
れ
た
の
で
あ
る（（
（

。
浅
井
了
意
に
よ
る
近

世
初
期
の
地
誌
で
仮
名
草
子
の
『
東
海
道
名
所
記
』
に
、

追
分
、
こ
れ
よ
り
、
伏
見
へ
わ
か
る
ゝ
也
。
左
の
方
に
つ
き
て
ゆ
け
ば
、
ふ

し
み
に
出
る
。
楽
阿
弥
申
す
よ
う
、
男
殿
ハ
、
大
坂
衆
な
れ
ば（『
東
海
道
名

所
記
』
は
楽
阿
弥
と
大
坂
衆
の
二
人
の
男
に
よ
る
道
中
記
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
―

引
用
者
）、
爰
よ
り
、
醍
醐
海
道
、
勧
修
寺
越
、
笠
と
り
を
過
て（
こ
の
部
分
は
、
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毘沙門堂

髭茶屋追分

東海道

奈良
街道

奈
良
街
道

奈良
街道

現京都橘大学

伏見
街道

六地蔵ルート 伏見へ

東海道（三条街道）

渋谷越

図 １　山科の街道（１９１７年〈大正 ６〉改版五万分の一地図に加筆）
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追
分
か
ら
先
に
、
醍
醐
海
道
＝
奈
良
街
道
と
勧
修
寺
越
＝
伏
見
街
道
の
二
つ
に
分
か

れ
る
道
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
―
引
用
者
）、
山
科
を
右
に
見
て
、
狼
谷

（
大
亀
谷
―
引
用
者
）よ
り
、
藤
の
森
を
、
ふ
し
見
の
京
橋
へ
出
て
、
舟
に
の

り
給
ハ
ヾ
、
明
日
ハ
大
坂
に
つ
き
た
ま
ハ
ん
。
去
な
が
ら
、
わ
か
き
人（
大

坂
衆
は
「
廿
四
五
な
る
男
」
と
さ
れ
て
い
る
―
引
用
者
）、
只
一
人
、
行
給
ハ
ヾ
、

日
は
暮
が
た
也
。
か
の
狼
谷
ハ
、
山
だ
ち
お
ほ
し
。
爰
を
通
る
人
ハ
、
か
へ

り
出
が
た
く
、
大
か
た
、
い
に
し
へ
ハ
こ
ろ
さ
り
け
る
故
に
、
お
ほ
か
み
谷

と
ハ
名
付
た
り
と
、
聞
つ
た
へ
し
。

　

と
あ
る
よ
う
に（（
（

、
追
分
髭
茶
屋
町
か
ら
勧
修
寺（
現
山
科
区
勧
修
寺
仁
王
堂
町
）を

越
え
て
、
深
草
藤
森（
現
伏
見
区
深
草
藤
森
）に
出
る
途
中
、
東
山
山
系
南
端
の
稲
荷

山
と
伏
見
丘
陵
北
端
の
大
岩
山
に
挟
ま
れ
た
渓
谷
の
大お

お

亀か
め

谷だ
に（

狼
谷
。
現
伏
見
区
深

草
大
亀
谷
）は
、
山
立（
山
賊
）も
多
く
出
没
し
、
旅
人
が
殺
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
難
所
と
さ
れ
た
の
で
あ
る（（
（

。

　

一
方
、
東
海
道（
三
条
街
道
）の
髭
茶
屋
追
分
か
ら
西
に
つ
い
て
は
、「
か
く
て
、

山
科
に
つ
く
。
爰
に
も
、
追
分（
五
条
別
れ
―
引
用
者
）あ
り
」
と
し
て
、
五
条
別
れ

か
ら
左（
南
）に
分
岐
し
て
京
都
五
条
に
向
か
う
渋し
ぶ

谷た
に

越ご
え

を
紹
介
す
る
と
と
も
に（（
（

、

『
東
海
道
名
所
記
』
の
二
人
は
、
十
禅
寺
や
四
の
宮（
諸
羽
神
社
）の
鳥
居
が
右
手

に
見
え
る
四し

の

宮み
や（

現
山
科
区
四
ノ
宮
）か
ら
日
ノ
岡
峠（
現
山
科
区
日
ノ
岡
ホ
ッ
パ
ラ
町
）

下
の
茶
屋
に
到
着
し
、
日
ノ
岡
の
磔
場（
粟
田
口
〈
日
岡
〉
刑
場
跡
。
現
山
科
区
厨ず

子し

奥お
く

花
鳥
町
の
飛
地
。
三
条
街
道
の
現
九
条
山
バ
ス
停
〈
旧
京
阪
電
車
京
津
線
九
条
山
駅
〉

の
山
手
）を
左
の
山
手
に
見
て
、
蹴
揚（
蹴け

上あ
げ

。
現
東
山
区
東
小
物
座
町
。
現
京
都
市
営

地
下
鉄
東
西
線
蹴
上
駅
付
近
）の
水
を
眺
め（（
（

、
さ
ら
に
粟
田
口
神
明
宮（
現
山
科
区
日
ノ

岡
夷
谷
町
の
日ひ
む

向か
い

神
社
）を
右
の
山
の
上
に
見
て
、
粟
田
口
か
ら
京
都
の
三
条
通
に

入
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
東
海
道
名
所
記
』
に
紹
介
さ
れ
た
こ
れ
ら
が
、
江
戸
時
代
に

お
け
る
山
科
の
三
条
街
道
に
沿
っ
た
名
所
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二　

ケ
ン
ペ
ル
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
に
描
か
れ
た 

三
条
街
道　
　

　

江
戸
時
代
初
期
の
山
科
の
街
道
が
描
か
れ
た
記
録
と
し
て
は
、
元
禄
四
年（
一

六
九
一
）と
翌
元
禄
五
年（
一
六
九
二
）、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
従
っ
て
長
崎
か
ら
江

戸
を
訪
れ
た
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
ケ
ン
ペ
ル
の
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
が
あ

る
。
ケ
ン
ペ
ル
の
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
に
見
る
三
条
街
道
の
描
写
は
、『
史

料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』
に
も
一
部
が
採
録
さ
れ（（
（

、
ま
た
、
村
田
路
人
氏
に
よ

る
研
究
も
あ
る
が（（1
（

、
次
に
そ
の
山
科
の
部
分
の
全
文
を
示
そ
う
。
ケ
ン
ペ
ル
は
元

禄
四
年
の
第
一
回
、
元
禄
五
年
の
第
二
回
の
旅
と
も
に
長
崎
か
ら
大
坂
を
経
て
京

都
に
入
り
、
三
条
口
か
ら
東
海
道
を
江
戸
に
向
か
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
三

条
街
道
の
描
写
は
、
元
禄
四
年
の
往
路
と
復
路
、
元
禄
五
年
の
往
路
と
復
路
の
計

四
回
に
な
る
。

○
西
暦
一
六
九
一
年（
元
禄
四
年
）往
路（
三
月
二
日
金
曜
日（
（1
（

）

長
々
と
続
く
日
岡
村
を
過
ぎ
、
京
か
ら
一
里
の
奴や
っ
こ
ぢ
ゃ
や

茶
屋
ま
で
一
筋
の
狭
い
道

を
通
っ
て
行
き
、
そ
こ
で
茶
を
飲
ん
で
、
酒
で
重
く
な
っ
た
頭
を
い
や
し
た
。

こ
の
村
は
も
う
一
つ
の
藪や

ぶ
の
し
た
下
村（
御み
さ
さ
ぎ陵
村
〈
現
山
科
区
御
陵
〉
東
部
の
字
名
―
引

用
者
）ま
で
続
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
竹
が
は
え
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
名
が
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
非
常
に
良
質
の
た
く
さ

記録に見る山科の街道と旅
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ん
の
タ
バ
コ
を
栽
培
し
て
い
る
。
街
道
か
ら
着
弾
距
離
の
二
、
三
倍
の
所
に
、

諸も
ろ

羽は

大
明
神
の
社
殿
が
あ
る
。
街
道
沿
い
に
は
立
派
な
鳥
居
す
な
わ
ち
大
き

な
門
が
建
っ
て
い
て
、
そ
の
少
し
先
に
は
観
音
堂（
十
禅
寺
―
引
用
者
）が
あ
り
、

そ
の
そ
ば
の
六
角
形
の
堂
の
中
に
は
、
金
ば
り
の
大
き
な
地
蔵
が
あ
っ
た

（
四
宮
地
蔵
―
引
用
者
）。
一
五
分
で
岩
茶
屋
村
に
至
り（
髭
茶
屋
町
の
誤
記
で
あ

ろ
う
―
引
用
者
）、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
追
分
村
に
着
く
が
、
四
〇
〇
戸
ば
か

り
の
長
い
町
並
み
を
な
し
て
い
て
、
錠
前
師
、
工
芸
品
の
ろ
く
ろ
師
や
彫
刻

師
、
天
秤
の
分
銅
を
作
る
職
人
、
針
金
の
製
造
者
な
ど
が
住
ん
で
い
る
。
特

に
絵
師
や
画
商
や
仏
具
商
な
ど
が
多
い（
わ
れ
わ
れ
が
駕
籠
で
通
り
過
ぎ
る
ま
で

に
は
、
半
時
間
ば
か
り
か
か
っ
た
）。
右
手
に
は
雪
を
か
ぶ
っ
た
音
羽
山
が
見
え
、

ま
た
、
こ
こ
か
ら
伏
見
に
通
ず
る
平
ら
な
道（
伏
見
街
道
―
引
用
者
）が
分
れ
て

い
る
。
一
五
分
で
大
津
の
町
に
着
い
た
。

　

元
禄
四
年
の
往
路
の
旅
に
お
け
る
、
ケ
ン
ペ
ル
の
三
条
街
道
沿
い
の
山
科
の
記

録
で
注
目
す
べ
き
は
、
御
陵
村
の
字
藪
ノ
下
に
お
け
る
タ
バ
コ
栽
培
を
記
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
藪
ノ
下
の
タ
バ
コ
に
つ
い
て
は
、『
山
州
名
跡
志
』
巻
之
十
四

に
も
、「
藪
ノ
下
。
地
ノ
名
。
鏡
山（
天
智
天
皇
陵
―
引
用
者
）ノ
東
ニ
在
リ
。
此
ノ

所
ノ
者
多
ク
ハ
、
莨
菪（
タ
バ
コ
）ヲ
刻
デ
業
ト
為
ス
。
故
ヘ
ニ
世
ニ
藪
ノ
下
ノ
刻

ミ
ト
云
フ
」
と
あ
り（（1
（

、
ケ
ン
ペ
ル
の
記
録
が
正
確
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
奴
茶
屋（
安
朱
村
の
三
条
街
道
沿
い
、
渋
谷
越
と
の
別
れ
道
北
側
〈
現
山
科
区
安

朱
桟
敷
町
〉
に
あ
り
、
茶
屋
と
し
て
賑
わ
っ
た
。
近
代
ま
で
続
い
た
が（
（1
（

、
山
科
駅
前
再
開

発
に
と
も
な
い
、
一
九
九
四
年
に
建
物
を
取
り
壊
し
て
山
科
駅
前
ラ
ク
ト
Ａ
の
ビ
ル
内
に

移
り
、
そ
こ
も
二
〇
〇
九
年
一
月
に
閉
店
し
た
―
引
用
者
）は
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』

巻
之
二
に
も
描
か
れ（（1
（

、
茶
屋
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ン
ペ
ル
ら
オ
ラ
ン
ダ

商
館
の
一
行
も
奴
茶
屋
で
休
息
し
、
茶
を
飲
ん
で
い
る
。
ケ
ン
ペ
ル
は
次
に
掲
げ

た
こ
の
年
の
江
戸
か
ら
の
復
路
で
も
、
奴
茶
屋
に
お
い
て
昼
の
休
憩
を
取
っ
て
い

る
。

○
西
暦
一
六
九
一
年（
元
禄
四
年
）復
路（
四
月
十
六
日
日
曜
日（
（1
（

）

わ
れ
わ
れ
は
大
谷
や
そ
れ
に
続
く
逢お
う

坂さ
か

の
村
を
、
さ
ら
に
近
く
の
追
分
の

村
々
を
通
っ
て
旅
を
続
け
た
。
そ
れ
か
ら
山
間
に
あ
る
広
大
な
緑
の
草
原
を

通
り
、
京
都
の
地
域
と
の
国
境
を
示
す
標
柱
の
所
に
着
い
た
。
山
下
村
を
通

り
ぬ
け
、
そ
こ
か
ら
遠
く
な
い
所
に
あ
る
奴
茶
屋
村（
奴
茶
屋
が
あ
る
の
は
実

際
に
は
安
朱
村
―
引
用
者
）ま
で
行
き
、
そ
こ
で
昼
の
休
み
を
と
っ
た
。
こ
こ

か
ら
次
の
山
科
村（
日
ノ
岡
村
カ
―
引
用
者
）ま
で
は
登
り
坂
で
、
さ
ら
に
小
さ

い
村
を
通
り
過
ぎ
、
山
地
を
越
え
て
蹴
上
村（
蹴
上
は
「
村
」
で
は
な
く
、
蹴
上

六
軒
町
・
蹴
上
九
体
町
が
あ
る
「
東
海
道
筋
立た
て

場ば

」
―
引
用
者
）に
着
い
た
。
こ
こ

は
京
の
町
の
始
ま
る
所
で
、
そ
れ
か
ら
粟
田
口
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
村
に

着
き
、
さ
ら
に
幾
つ
か
の
郊
外
の
町
々
を
通
り
、
三
つ
の
川
を
越
え
た
。
そ

の
う
ち
最
初
の
川
と
次
の
川
と
の
距
離
は
約
一
五
〇
〇
歩
、
次
の
川
と
最
後

の
川
の
間
は
一
〇
〇
歩
ほ
ど
離
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
渡
っ
て
本
来
の
京
都
の

町
に
入
っ
た
。

○
西
暦
一
六
九
二
年（
元
禄
五
年
）往
路（
三
月
二
十
日（
（1
（

）

正
午
わ
れ
わ
れ
は
京
都
を
た
ち
、
大
き
な
三
条
橋
を
渡
っ
て
洛
外
に
向
い
、

そ
こ
で
別
れ
の
杯
を
交
わ
し
た（（1
（

。
わ
れ
わ
れ
の
今
日
の
行
程
は
大
津
の
町
ま

で
で
、
通
っ
た
村
だ
け
を
挙
げ
る
と
、

（
一
）粟
田
口
は
、
そ
ん
な
に
大
き
く
な
い
村
で
あ
る
。
こ
こ
で
六
ヵ
月
半
前

に
磔
に
か
け
ら
れ
た
二
人
の
罪
人
を
見
た（
粟
田
口
刑
場
が
あ
っ
た
の
は
、
実
際
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に
は
厨
子
奥
村
＝
現
山
科
区
厨
子
奥
花
鳥
町
の
飛
地
―
引
用
者
）。
そ
れ
は
近
親
相

姦
の
罪
を
犯
し
た
男
女
で
あ
っ
た
。

（
二
）日
岡
峠
は
、
山
の
間
に
あ
り
、
大
津
か
ら
二
里
離
れ
て
い
る
。

（
三
）日
岡
坂
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
山
を
下
り
て
平
野（
山
科
盆
地
―
引
用
者
）

に
入
っ
た
。

（
四
）藪
下（
御
陵
村
東
部
の
字
名
―
引
用
者
）は
、
か
な
り
長
い
村
で
、
こ
こ
で

は
非
常
に
良
種
の
タ
バ
コ
と
た
く
さ
ん
の
竹
が
と
れ
、
そ
れ
で
住
民
は
大
抵

裕
福
な
人
た
ち
で
あ
る
。

（
五
）奴
茶
屋
は
す
ぐ
前
の
村
に
続
い
て
い
る
。
街
道
か
ら
左
手
四
分
の
一
里

の
所
に
諸
羽
大
明
神
の
社
殿
が
あ
り
、
路
傍
に
は
立
派
な
鳥
居
と
有
名
な
大

き
な
金
張
り
の
地
蔵（
四
宮
地
蔵
―
引
用
者
）を
六
角
堂
に
安
置
し
た
観
音
寺

（
十
禅
寺
―
引
用
者
）も
あ
っ
た
。

（
六
）岩
の
茶
屋（
髭
茶
屋
―
引
用
者
）

（
七
）追
分
で
は
た
く
さ
ん
の
仏
像
を
売
っ
て
い
た
。
す
ぐ
右
手
に
は
音
羽
の

山
と
い
う
雪
を
か
ぶ
っ
た
大
き
な
高
い
山
が
あ
っ
た
。
傍
に
伏
見
に
通
ず
る

街
道
が
見
え
た
。
路
傍
に
あ
る
二
、
三
の
村
を
後
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
日

没
一
時
間
ば
か
り
前
に
大
津
の
町
の
宿
舎
に
着
い
た
。
ほ
と
ん
ど
一
日
中
、

雨
や
雪
が
降
り
続
い
て
い
た
。

○
西
暦
一
六
九
二
年（
元
禄
五
年
）復
路（
五
月
八
日（
（1
（

）

わ
れ
わ
れ
は
早
朝
三
時
半
に
は
大
津
を
後
に
し
た
。
隣
合
っ
た
奴
茶
屋（
安

朱
村
カ
―
引
用
者
）と
藪
下（
御
陵
村
東
部
の
字
名
―
引
用
者
）の
村
を
通
っ
て
、

日
岡
と
い
う
山
の
麓
に
あ
る
村
に
着
く
と
、
そ
こ
か
ら
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
所
に

南
無
阿
弥
陀
仏
と
い
う
文
字
を
彫
っ
た
丈
の
高
い
一
つ
の
石
碑
が
立
っ
て
い

た
。
そ
の
向
い
に
二
人
の
罪
人
が
磔
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
磔
の
柱
の
す
ぐ

近
く
の
、
し
か
も
石
碑
も
十
字
架
も
見
え
な
い
両
側
に
、
粗
末
な
物
を
敷
い

て
一
人
ず
つ
僧
侶
が
坐
っ
て
い
た
。
そ
し
て
道
に
沿
っ
て
七
枚
の
板
が
さ
し

て
あ
っ
た
。
察
す
る
に
死
ん
だ
者
の
名
が
そ
れ
ぞ
れ
書
い
て
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
板
の
一
枚
一
枚
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
書
い
た
旗
の
よ
う
な
も

の
が
吊
し
て
あ
っ
た
。
漆
塗
り
の
日
笠
を
か
ぶ
っ
た
僧
は
一
枚
の
板
を
前
に

置
き
、
そ
の
上
に
金
属
製
の
容
器
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
の
鐘
を
据
え
、

時
々
た
た
い
て
は
、
な
ん
ま
ん
だ
あ
を
唱
え
て
い
た
。
ま
た
、
そ
ば
に
も
う

一
つ
手
桶
を
置
き
、
そ
れ
に
結
び
つ
け
た
文
字
の
書
い
て
あ
る
何
枚
か
の
紙

片
を
、
手
桶
に
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
い
た
水
に
ち
ょ
っ
と
つ
け
た
。
両
側
に
は

小
さ
い
シ
キ
ミ
の
束
が
さ
し
て
あ
り
、
僧
は
そ
の
一
つ
を
小
さ
い
棒
に
結
び

つ
け
水
を
つ
け
て
、
そ
れ
で
文
字
の
書
い
て
あ
る
板
切
れ
を
絶
え
ず
洗
い
浄

め
た
。
そ
し
て
そ
の
都
度
そ
こ
に
書
い
て
あ
る
死
ん
だ
人
の
戒
名
を
、
経
文

と
一
緒
に
唱
え
て
い
た
。
前
を
通
り
過
ぎ
る
す
べ
て
の
日
本
人
は
、
僧
た
ち

に
小
銭
を
投
げ
与
え
て
い
た
。
そ
の
布
施
に
対
し
て
僧
た
ち
は
、
処
刑
者
の

霊
の
た
め
に
祈
願
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
ほ
か
の
人
〔
例

え
ば
私
―
訳
注
〕
な
ら
ば
、
彼
ら
僧
た
ち
の
ず
る
賢
い
顔
つ
き
か
ら
、
彼
ら

自
身
の
方
が
、
ぜ
ひ
と
も
代
願
が
必
要
だ
と
推
論
し
た
く
も
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
京
の
町
の
入
口
に
達
し
た
。

　

元
禄
五
年
の
復
路
で
は
、
同
年
の
往
路
と
と
も
に
粟
田
口
刑
場
の
情
景
が
描
か

れ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
刻
ま
れ
た
六
字
名
号
碑
の
こ
と
が
見
出
せ
る
。
ケ
ン
ペ
ル

の
記
録
も
含
め
た
粟
田
口
刑
場
の
情
景
と
、
ケ
ン
ペ
ル
よ
り
は
時
代
が
少
し
下
る

享
保
二
年（
一
七
一
七
）に
粟
田
口
刑
場
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
再
建
し
、
さ
ら
に

記録に見る山科の街道と旅
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享
保
二
十
一
年（
一
七
三
六
）か
ら
元
文
三
年（
一
七
三
八
）に
か
け
て
日
ノ
岡
峠
道
を

改
修
し
た
木も

く

食じ
き

養よ
う

阿あ

に
つ
い
て
は
、
村
田
氏
の
研
究
に
詳
し
い（
ケ
ン
ペ
ル
が
見
た

南
無
阿
弥
陀
仏
碑
は
現
存
し
な
い
が
、
養
阿
が
建
立
し
た
享
保
二
年
の
も
の
は
現
存
す
る
）。

三　

毘
沙
門
堂
と
輪
王
寺
宮
の
江
戸
上
野
寛
永
寺
東
下
の
旅

　

山
科
も
最
北
端
、
如
意
ケ
嶽
の
麓
に
あ
る
毘
沙
門
堂
は
、
古
代
に
出
雲
路（
現

京
都
市
上
京
区
）に
創
建
さ
れ
た
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
五
年（
一
六
六
五
）、

天
海
の
弟
子
で
江
戸
上
野
の
東
叡
山
寛
永
寺
に
住
し
て
天
台
宗
を
管
領
し
た
こ
と

も
あ
る
公
海（
一
六
〇
七
―
九
五
）に
よ
っ
て
山
科
安
朱（
現
山
科
区
安
朱
稲
荷
山
町
）の

現
在
地
に
移
築
再
興
さ
れ
た
。
寛
文
九
年（
一
六
六
九
）に
生
ま
れ
た
後
西
天
皇
皇

子
の
公
弁
法
親
王
が
、
公
海
の
法
嗣
と
し
て
毘
沙
門
堂
門
跡
と
な
り
、
以
来
、
毘

沙
門
堂
は
天
台
宗
延
暦
寺
派
の
門
跡
寺
院（
皇
室
・
貴
族
の
子
弟
が
出
家
し
て
入
室
す

る
寺
院
）と
し
て
隆
盛
を
き
わ
め
た（（1
（

。

　

公
弁
法
親
王
は
毘
沙
門
堂
門
跡
の
の
ち
、
江
戸
に
下
向
し
て
上
野
の
東
叡
山
寛

永
寺
の
貫
首
と
な
り
、
輪
王
寺
宮
と
呼
ば
れ
た（（2
（

。
以
後
、
天
皇
家
の
親
王
が
出
家

し
て
江
戸
に
下
向
し
、
寛
永
寺
貫
首
と
な
る
慣
行
が
、
幕
末
の
最
後
の
輪
王
寺
宮
、

公
現
法
親
王（
の
ち
の
北
白
川
宮
能
久
親
王（
（2
（

）ま
で
続
い
た
。
毘
沙
門
堂
は
輪
王
寺
宮

が
京
都
か
ら
江
戸
に
下
向
す
る
前
に
、
旅
支
度
を
調
え
る
寺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
Ｊ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
『
ヤ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
』
第
十

五
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（（2
（

。

上
野
に
は
、（
中
略
）江
戸
で
一
番
大
き
く
て
、
裕
福
な
寺
と
し
て
有
名
な
東

叡
山（
寛
永
寺
。
山
内
の
開
山
慈
眼
堂
〈
天
海
を
祀
っ
て
い
る
〉
は
寛
永
寺
の
伽
藍

の
一
部
で
あ
る
が
、
輪
王
寺
と
も
呼
ば
れ
た
―
引
用
者
）が
あ
っ
た
。
そ
こ
が
高

僧
上
野
宮（
輪
王
寺
宮
―
引
用
者
）の
本
拠
だ
っ
た
。
宮
は
ミ
カ
ド
か
ら
、
こ
の

職
に
任
命
さ
れ
、
例
外
な
く
、
皇
族
出
身
だ
っ
た
。（
中
略
）宮
は
日
光
の
高

僧
で
あ
り（
日
光
山
輪
王
寺
―
引
用
者
）、
京
都
の
輪
王
寺
の
僧
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
国
で
、
宮
以
上
に
敬
わ
れ
て
い
る
僧
は
な
か
っ
た
。

　

『
ヤ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
』
訳
者
の
ね
ず
・
ま
さ
し
氏
は
「
京
都
の
輪
王
寺
」
に

注
を
し
て
、「
ブ
ラ
ッ
ク
の
誤
り
か
、
こ
の
寺
は
上
野（
寛
永
寺
の
開
山
慈
眼
堂
―
引

用
者
）と
日
光
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
上
野
寛
永
寺
・
日
光
輪
王
寺
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ッ
ク
が
「
輪
王
寺
」
と
誤
記
し
た
輪
王
寺
宮
が
兼
職
す
る
京
都
の
寺
こ
そ
が
、

山
科
の
毘
沙
門
堂（
護
法
山
安
国
院
出
雲
寺
）で
あ
る
。

　

公
弁
法
親
王（
一
六
六
九
―
一
七
一
六
）は
、
寛
文
九
年（
一
六
六
九
）八
月
二
十
一

日
に
後
西
天
皇
の
第
六
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
誕
生
の
の
ち
、
九
月
三
日
に
は

公
海
の
奏
請
に
よ
っ
て
毘
沙
門
堂
の
法
嗣
と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）五
月
一
日
に
六
歳
で
山
科
毘
沙
門
堂
に
入
室
し
た
。
延
宝
六
年（
一
六

七
八
）十
月
十
九
日
に
親
王
宣
下
、
同
年
十
月
二
十
六
日
に
公
海
を
戒
師
と
し
て

得
度
し
、
天
和
二
年（
一
六
八
二
）に
公
海
か
ら
譲
ら
れ
て
毘
沙
門
堂
門
主
と
な
っ

た
。
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）三
月
二
十
九
日
、
二
十
二
歳
で
関
東
に
下
向
し
て
東

叡
山
寛
永
寺
に
入
り
、
天
台
座
主
・
輪
王
寺
宮
と
し
て
天
台
宗
を
管
領
し
た
。
以

後
、
短
期
間
上
洛
は
し
た
が
、
基
本
的
に
は
上
野
寛
永
寺
に
住
し
た
。
正
徳
五
年

（
一
七
一
五
）五
月
、
職
務
を
公
寛
法
親
王
に
譲
る
と
本
郷
蘆
葮
園
の
別
業
に
隠
居

し
、
享
保
元
年（
一
七
一
六
）三
月
二
十
四
日
に
山
科
毘
沙
門
堂
に
戻
っ
た
。
そ
し

て
、
同
年
四
月
十
七
日
に
山
科
毘
沙
門
堂
で
四
十
八
歳
で
亡
く
な
る
と
、
毘
沙
門

堂
の
乾い

ぬ
い（

西
北
）隅
に
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る（『
日
光
山
門
跡
次
第（
（2
（

』）。
現
在
も
毘
沙
門
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堂
西
北
の
輪
王
寺
宮
墓
地
に
、
公
弁
法
親
王
・
公
遵
法
親
王
・
公
延
法
親
王
・
公

澄
法
親
王
の
墓
が
あ
る（（2
（

。

　

上
野
寛
永
寺
時
代
の
公
弁
法
親
王
を
め
ぐ
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
寛
永
寺
の
麓
の
所
領
と
し
て
根
岸
の

別
殿（
輪
王
寺
宮
の
隠
居
所
。
御ご

隠い
ん

殿で
ん

。
現
台
東
区
根
岸（
（2
（

）が
あ
っ
た
鶯
谷
の
「
地
名
の

由
来
は
、
元
禄
年
間
、
寛
永
寺
の
住
職
と
し
て
京
都
か
ら
や
っ
て
き
た
皇
族
の
公

弁
法
親
王
が
、
江
戸
の
鶯
は
訛
っ
て
い
る
、
と
京
都
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
鶯
を
運
ば
せ

て
こ
の
土
地
に
鶯
を
放
し
た
こ
と
か
ら
、
鶯
の
名
所
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
」
と
も

い
わ
れ
て
い
る（（2
（

。

　

こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
森
ま
ゆ
み
氏
は
、
寛
永
寺
執
事
・
現
龍
院
住
職
と
し
て

寛
永
寺
史
に
詳
し
い
裏
井
正
明
氏
に
取
材
し
て
、
次
の
よ
う
な
聞
き
書
き
を
残
し

て
い
る（（2
（

。
森　

五
代
綱
吉
と
い
う
人
は
公
弁
法
親
王
に
ず
い
ぶ
ん
傾
倒
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
時
の
宮
様
は
有
名
で
す
ね
。
江
戸
の
鶯
の
鳴
き
声
が
鄙
ぶ
り
だ
、
田
舎

く
さ
い
と
い
う
の
で
京
都
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
取
り
寄
せ
て
放
っ
た
と
か
。
そ
れ

が
鶯
谷
や
谷
中
初
音
町
の
名
の
起
こ
り
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
。

裏
井　

鶯
は
公
寛
法
親
王
の
時
で
し
ょ
う
。
公
寛
法
親
王
が
、
光
琳
の
弟
尾

形
乾
山
を
呼
ん
で
入
谷
に
窯
を
つ
く
ら
せ
た
の
は
事
実
の
よ
う
で
す
。
公
弁

法
親
王
は
陶
芸
が
お
好
き
で
、
ご
自
分
で
絵
も
描
き
、
交
友
も
広
か
っ
た
。

書
を
見
て
も
公
家
風
の
や
さ
し
い
も
の
で
な
く
実
に
雄
渾
で
す
。
綱
吉
に
赤

穂
浪
士
の
処
分
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
返
事
を
断
っ
た
の
も
筋
が

通
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
助
け
る
な
、
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
し
、
助
け

ろ
と
い
え
ば
、
主
君
の
仇
を
討
っ
て
な
お
お
め
お
め
生
き
延
び
た
と
非
難
が

出
る
。
切
腹
し
た
か
ら
こ
そ
今
に
至
る
ま
で
赤
穂
浪
士
を
も
て
は
や
す
ん
で

し
ょ
う
か
ら
ね
。

　

公
弁
法
親
王
は
、
江
戸
に
下
向
し
て
輪
王
寺
宮
と
し
て
寛
永
寺
を
管
領
し
た
二

十
六
年
間
の
前
後
、
元
禄
三
年
三
月
、
二
十
二
歳
ま
で
の
青
年
期
と
、
晩
年
の
享

保
元
年
、
四
十
八
歳
で
死
去
す
る
ま
で
の
ひ
と
月
弱
を
山
科
の
毘
沙
門
堂
で
過
ご

し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
石
内
蔵
助
良
雄
が
山
科
の
西
野
山
村
に
滞
在
し

た
の
は
、
元
禄
十
五
年（
一
七
〇
二
）十
二
月
十
四
日
に
吉
良
義
央
邸
に
討
ち
入
る

前
年
の
元
禄
十
四
年
六
月
か
ら
の
一
年
四
カ
月
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
公
弁
法
親
王

図 ２　毘沙門堂輪王寺宮墓地（戦前絵葉書「山科毘沙門堂門跡歴
代親王御陵」）。手前輪塔が公延法親王、その右卵塔が公遵
法親王、奥中央の輪塔が公弁法親王、その右卵塔が公海の
墓塔。
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が
山
科
毘
沙
門
堂
に
住
し
た
時
期
と
は
重
な
っ
て
い
な
い
。
裏
井
正
明
氏
が
述
べ

る
二
人
の
接
点
は
、
江
戸
に
お
け
る
話
で
あ
る
。

　

山
田
邦
和
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
毘
沙
門
堂
門
跡
は
輪
王
寺
宮
が
兼
ね
る

こ
と
が
通
例
だ
っ
た
」
の
で
あ
る
が（（2
（

、
公
弁
法
親
王
以
後
の
輪
王
寺
宮
歴
代
で
、

毘
沙
門
堂
に
住
し
た
こ
と
が
確
実
に
う
か
が
え
る
人
物
を
『
日
光
山
門
跡
次
第
』

か
ら
拾
う
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
公こ

う

遵じ
ゅ
ん法
親
王（
一
七
二
二
―
八
八
）

　

公
遵
法
親
王
は
輪
王
寺
宮
を
二
回
務
め
た
唯
一
の
人
物
で
あ
る
。
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）正
月
三
日
に
中
御
門
天
皇
の
第
二
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
る
と
、
同
年

七
月
十
二
日
に
公
寛
法
親
王
の
奏
請
に
よ
っ
て
毘
沙
門
堂
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
。
享
保
十
五
年（
一
七
三
〇
）十
二
月
二
十
二
日
に
親
王
宣
下
。
享
保
十
六

年（
一
七
三
一
）九
月
十
八
日
、
山
科
毘
沙
門
堂
に
入
室
し
、
即
日
得
度
し
て
毘
沙

門
堂
門
跡
と
称
し
た
。
戒
師
は
公
寛
法
親
王
で
あ
る
。
元
文
元
年（
一
七
三
六
）十

一
月
二
十
五
日
、
勅
会
と
し
て
山
科
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
灌か

ん

頂ぢ
ょ
うを
修
行
し
た
。
元

文
二
年（
一
七
三
七
）二
月
一
日
、
山
科
を
輿
で
出
発
、
十
三
日
に
東
叡
山
寛
永
寺

に
着
い
た
。
翌
元
文
三
年（
一
七
三
八
）三
月
九
日
、
公
寛
法
親
王
か
ら
職
務
を
継

ぎ
、
天
台
座
主
・
輪
王
寺
宮
と
し
て
天
台
宗
を
管
領
し
た
。
宝
暦
二
年（
一
七
五

二
）に
は
職
務
を
公
啓
法
親
王
に
譲
り
、
浅
草
の
浅
草
寺
伝
法
院
に
隠
居
、
つ
い

で
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）三
月
十
六
日
か
ら
は
根
岸
別
殿
を
隠
居
所
と
し（（2
（

、
こ
の

間
宝
暦
三
年（
一
七
五
三
）二
月
二
十
五
日
か
ら
九
月
二
十
二
日
ま
で
、
父
の
中
御

門
天
皇
国
忌
の
導
師
を
務
め
る
た
め
山
科
毘
沙
門
堂
に
滞
在
し
た
。
宝
暦
十
一
年

（
一
七
六
一
）、
根
岸
別
殿
を
輿
で
出
発
し
、
十
一
月
四
日
に
山
科
毘
沙
門
堂
に
着

い
た
。
こ
の
毘
沙
門
堂
逗
留
は
、
一
旦
は
本
格
的
に
隠
棲
し
て
死
を
迎
え
る
準
備

を
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
明
和
九
年（
一
七
七
二
）七
月
十
六
日
、

法
嗣
と
し
た
公
啓
法
親
王
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
月
二
十
五
日
に
山
科

毘
沙
門
堂
を
輿
で
出
発
し
、
八
月
十
四
日
に
東
叡
山
寛
永
寺
勧
善
院
に
戻
っ
た
。

そ
し
て
、
同
年
九
月
二
十
七
日
、
将
軍
家
の
仰
せ
に
よ
っ
て
輪
王
寺
宮
に
再
職
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
安
永
九
年（
一
七
八
〇
）三
月
二
十
日
、
職
務
を
公

延
法
親
王
に
譲
る
と（
こ
の
間
、
法
嗣
と
し
た
公
顕
法
親
王
に
先
立
た
れ
て
い
る
）、
同

年
七
月
に
浅
草
寺
伝
法
院
に
移
り
、
天
明
二
年（
一
七
八
二
）十
月
五
日
に
は
京
都

の
地
に
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
天
明
八
年（
一
七
八
八
）三
月
二
十
五
日
に
山
科
毘
沙

門
堂
で
死
去
し
、
毘
沙
門
堂
の
乾
の
隅
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
享
年
六
十
七
歳
。

輪
王
寺
宮
を
二
回
務
め
、
輪
王
寺
宮
と
し
て
は
長
寿
を
保
っ
た
人
物
で
あ
る
。

○
公
啓
法
親
王（
一
七
三
二
―
七
二
）

　

閑
院
宮
直
仁
親
王
の
子
。
中
御
門
天
皇
養
子
。
寛
保
三
年（
一
七
四
三
）十
二
月

二
日
親
王
宣
下
。
輪
王
寺
宮
と
な
る
以
前
に
入
室
得
度
し
た
寺
院
は
曼
殊
院
で
あ

る
が
、
宝
暦
元
年（
一
七
五
一
）三
月
二
十
八
日
、
勅
会
と
し
て
山
科
毘
沙
門
堂
に

お
い
て
灌
頂
を
修
行
し
て
い
る
。
同
年
五
月
十
六
日
、
東
叡
山
寛
永
寺
に
下
り
、

宝
暦
二
年（
一
七
五
二
）八
月
二
十
一
日
、
職
務
を
公
遵
法
親
王
か
ら
譲
ら
れ
、
天

台
座
主
・
輪
王
寺
宮
と
し
て
天
台
宗
を
管
領
し
た
。
安
永
元
年（
一
七
七
二
）七
月

十
六
日
、
四
十
一
歳
で
早
世
し
た
た
め
、
公
遵
法
親
王
が
輪
王
寺
宮
に
再
職
し
た

こ
と
は
前
述
し
た
。
寛
永
寺
慈
眼
堂
境
内
に
墓
が
営
ま
れ
た
。

○
公
顕
法
親
王（
一
七
六
〇
―
七
六
）

　

閑
院
宮
典
仁
親
王
の
子
。
桃
園
天
皇
養
子
。
宝
暦
十
年（
一
七
六
〇
）二
月
十
四

日
誕
生
。
安
永
元
年（
一
七
七
二
）七
月
二
十
三
日
に
公
啓
法
親
王
の
法
嗣
、
つ
い

で
公
啓
法
親
王
の
死
去
に
よ
っ
て
安
永
二
年（
一
七
七
三
）八
月
二
十
六
日
に
公
遵
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法
親
王
の
法
嗣
と
な
っ
た
。
安
永
元
年
十
一
月
二
十
七
日
親
王
宣
下
。
安
永
二
年

（
一
七
七
三
）十
月
二
十
五
日
に
山
科
毘
沙
門
堂
に
入
寺
し
、
即
日
得
度
し
た
。
戒

師
は
青
蓮
院
尊
真
法
親
王
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
毘
沙
門
堂
宮
と
称
し
た
。
安
永
四

年（
一
七
七
五
）三
月
晦
日
、
勅
会
と
し
て
山
科
毘
沙
門
堂
に
お
い
て
灌
頂
を
修
行

し
て
い
る
。
同
年
六
月
一
日
に
江
戸
に
下
り
、
東
叡
山
寛
永
寺
に
入
室
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
翌
安
永
五
年（
一
七
七
六
）七
月
十
日
、
寛
永
寺
の
入
室
か
ら
一
年
余
り
、

わ
ず
か
十
七
歳
で
死
去
し
た
。
寛
永
寺
慈
眼
堂
の
境
内
に
葬
ら
れ
た
。

○
公
延
法
親
王（
一
七
六
二
―
一
八
〇
三
）

　

閑
院
宮
典
仁
親
王
の
子
。
桃
園
天
皇
養
子
。
宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）十
月
二

十
九
日
誕
生
。
安
永
六
年（
一
七
七
七
）二
月
八
日
、
公
遵
法
親
王
の
奏
請
に
よ
っ

て
法
嗣
と
な
り
、
八
月
二
日
に
親
王
宣
下
、
十
月
十
三
日
に
江
戸
に
下
向
し
て
東

叡
山
寛
永
寺
に
入
室
し
、
翌
安
永
七
年（
一
七
七
八
）三
月
十
八
日
、
公
遵
を
戒
師

と
し
て
得
度
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
輪
王
寺
宮
は
京
都
で
出
家
得
度
し
て
か
ら
寛
永

寺
に
下
っ
て
い
る
が
、
兄
の
公
顕
の
早
世
と
い
う
事
態
も
あ
っ
て
か
、
寛
永
寺
で

急
遽
出
家
得
度
し
た
は
じ
め
て
の
事
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
輪
王
寺
宮
と
な

る
以
前
に
山
科
毘
沙
門
堂
に
住
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
寛
政
五
年（
一
七
九

三
）七
月
三
日
に
職
務
を
公
澄
法
親
王
に
譲
る
と
同
年
七
月
二
十
五
日
に
根
岸
の

別
殿
に
隠
居
し
、
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）十
月
五
日
に
は
生
ま
れ
た
京
都
に
戻
っ

て
山
科
毘
沙
門
堂
に
住
し
、
享
和
三
年（
一
八
〇
三
）五
月
二
十
七
日
に
山
科
毘
沙

門
堂
で
死
去
し
た
。
享
年
四
十
二
歳
。
毘
沙
門
堂
の
乾
隅
に
葬
ら
れ
た
。

　

以
上
の
公
遵
・
公
啓
・
公
顕
の
事
例
か
ら
、
山
科
毘
沙
門
堂
に
お
け
る
灌
頂
修

行
は
、
輪
王
寺
宮
が
上
野
寛
永
寺
に
下
向
す
る
準
備
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
先
に
毘
沙
門
堂
を
輪
王
寺
宮
が
寛
永
寺
に
下
向
す
る
た
め

の
旅
支
度
を
調
え
る
寺
と
述
べ
た
の
は
、
如
上
の
理
由
に
よ
る
。
そ
し
て
、
輪
王

寺
宮
は
次
の
輪
王
寺
宮
に
寛
永
寺
貫
首
の
職
を
譲
っ
て
隠
居
す
る
と
、
し
ば
ら
く

根
岸
別
殿
や
本
郷
蘆
葮
園（
公
弁
の
事
例
）・
浅
草
寺
伝
法
院（
公
遵
の
事
例
）な
ど
の

江
戸
郊
外
の
別
業
で
過
ご
し
た
の
ち
、
死
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
た
め
、
最
後
は

山
科
毘
沙
門
堂
に
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
毘
沙
門
堂
は
輪
王
寺
宮
が
江
戸
に
下

る
旅
を
す
る
前
に
一
人
前
の
僧
侶
と
な
る
た
め
の
修
行
を
し
、
そ
し
て
、
寛
永
寺

で
職
務
を
果
た
し
て
隠
居
し
た
の
ち
、
晩
年
に
帰
っ
て
き
て
死
を
迎
え
る
準
備
を

す
る
寺
で
あ
っ
た（（3
（

。

四　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
幕
末
の
山
科
通
過
の
旅

　

江
戸
時
代
前
期
の
ケ
ン
ペ
ル
の
山
科
通
過
の
旅
は
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科

区
』
に
も
一
部
が
抄
録
さ
れ
る
な
ど
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
幕
末

に
イ
ギ
リ
ス
人
の
外
交
官
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
が
大
坂
か
ら
伏
見
を
経
て
東

海
道
を
江
戸
に
戻
る
途
中
、
山
科
を
通
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
、
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）三
月
二
十
八
日
、
将
軍
徳

川
慶
喜
が
大
坂
で
英
仏
蘭
の
公
使
と
会
見
し
、
兵
庫
の
開
港
を
確
約
し
た
際
、
イ

ギ
リ
ス
公
使
ハ
リ
ー
・
パ
ー
ク
ス
の
日
本
語
書
記
官
と
し
て
大
坂
に
随
行
し
た
。

そ
し
て
、
大
坂
か
ら
の
復
路
は
、
パ
ー
ク
ス
と
は
別
れ
、
画
家
の
ワ
ー
グ
マ
ン
と

と
も
に
伏
見
か
ら
陸
路
の
東
海
道
を
通
っ
て
、
江
戸
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
、
サ
ト
ウ
の
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
の
「
第
一
八
章　

陸
路
、
大
坂
か
ら
江
戸
へ
」
か
ら
、
伏
見
か
ら
山
科
を
通
過
し
て
髭
茶
屋
追
分
・

大
津
ま
で
の
旅
の
記
述
を
示
そ
う（（3
（

。
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朝
食
を
す
ま
せ
て
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
駕
籠
に
の
っ
て（
伏
見
か
ら
―
引
用
者
）

陸
路
の
旅
を
は
じ
め
た（
大
坂
か
ら
伏
見
ま
で
は
淀
川
を
船
で
上
っ
た
―
引
用
者
）。

町
役
人（
伏
見
町
奉
行
所
―
引
用
者
）の
一
階
級
と
も
い
う
べ
き
町
方
の
一
群
が
、

一
張
羅
を
着
こ
ん
で
、
私
た
ち
を
町
は
ず
れ
ま
で
警
護
し
て
く
れ
た
。
宇
治

川
の
岸
と
、
優
雅
な
竹
の
藪
で
お
お
わ
れ
た
低
い
樅（
訳
注　

松
あ
る
い
は
杉

か
）山
と
の
間
の
道
が
、
一
マ
イ
ル
も
つ
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
右
手

に
宇
治
の
茶
畠
を
見
な
が
ら
、
小
山
の
間
を
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
道
を

通
っ
て
追
分
に
達
し
、
こ
こ
で
東
海
道
へ
出
た
の
で
あ
る
。
京
都
か
ら
、
次

の
休
息
所
で
あ
る
大
津
ま
で
は
、
沿
道
に
ず
っ
と
石
を
畳
ん
だ
、
一
種
の
軌

道
に
な
っ
て
い
た（
車
石
。
サ
ト
ウ
は
奈
良
街
道
か
ら
追
分
髭
茶
屋
町
で
東
海
道
に

出
、
逢
坂
関
を
越
え
て
大
津
に
着
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実
際
に
東
海
道
の
車
石
を

見
た
の
は
追
分
以
東
の
部
分
で
あ
る
。
追
分
か
ら
京
都
三
条
に
入
る
東
海
道
の
三
条

街
道
部
分
は
サ
ト
ウ
は
歩
い
て
い
な
い
―
引
用
者
）。（
中
略
）追
分
は
、
煙き
せ
る管
、
計

算
盤（
算そ
ろ

盤ば
ん

）、
鳥
羽
絵
と
い
う
一
種
の
漫
画（
大
津
絵
―
引
用
者
）な
ど
で
有
名

で
、
山
城
の
国
と
美
し
い
琵
琶
湖
と
の
境
界
を
な
す
一
連
の
小
山（
逢
坂
山
山

系
。
最
高
峰
は
音
羽
山
―
引
用
者
）の
ふ
も
と
に
あ
る
町
だ
。
道
路
の
か
た
わ
ら

に
は
、
当
時
の
製
造
業
に
よ
く
見
ら
れ
た
規
模
の
き
わ
め
て
小
さ
い
、
い
く

つ
か
の
茶
焙ほ

う

じ
場
が
あ
っ
た
。
ま
ず
茶
の
嫩わ
か

葉ば

を
湿
し
、
漆し
っ

喰く
い

の
炉
の
火
室

に
薪
を
く
べ
、
下
か
ら
加
熱
さ
れ
る
平
盤
の
上
に
そ
の
葉
を
広
げ
て
、
一
々

手
で
撚ひ

ね

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
作
っ
た
新
茶
は
、
そ
れ
よ
り
も
一
段
と
良

質
な
茶
の
場
合
と
同
様
に
日
本
流
の
や
り
か
た
で
微
温
湯
を
そ
そ
ぐ
と
、
う

ま
く
て
、
爽
快
な
飲
料
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
場
で
は
、
い
ず
れ
も
一
個

所
に
二
人
以
上
の
人
間
は
働
い
て
い
な
か
っ
た
。
一
時
に
大
津
に
着
い
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
伏
見
街
道
は（
伏
見
か
ら
東
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
と
）伏

見
か
ら
深
草
藤
森
を
経
て
大
亀
谷
を
越
え
、
山
科
の
勧
修
寺
・
小
野
に
至
る
勧
修

寺
ル
ー
ト
が
「
東と

う

海か
い

道ど
う

分ぶ
ん

間け
ん

延の
べ

絵え

図ず

」
に
も
幕
府
管
轄
の
東
海
道（
五
十
七
次
）と

さ
れ
、
一
般
的
で
あ
っ
た
が（（3
（

、
宇
治
川
か
ら
山
科
川（
現
京
都
市
伏
見
区
桃
山
町
伊

賀
の
京
都
橘
高
等
学
校
の
辺
り
で
宇
治
川
に
合
流
す
る
）沿
岸
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
六

地
蔵（
現
伏
見
区
桃
山
町
～
宇
治
市
六
地
蔵（
（3
（

）で
奈
良
街
道
に
合
流
し
、
醍
醐
寺
を
経

て
さ
ら
に
小
野
で
勧
修
寺
ル
ー
ト
伏
見
街
道
と
合
流
す
る
六
地
蔵
ル
ー
ト（
奈
良

街
道
六
地
蔵
経
由
ル
ー
ト
）も
主
要
ル
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
た（（3
（

。

　

サ
ト
ウ
は
、「
宇
治
川
の
岸
と
、
優
雅
な
竹
の
藪
で
お
お
わ
れ
た
低
い
樅（
訳
注　

松
あ
る
い
は
杉
か
）山
と
の
間
の
道
が
、
一
マ
イ
ル
も
つ
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、

右
手
に
宇
治
の
茶
畠
を
見
な
が
ら
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
伏
見
か
ら

六
地
蔵
ル
ー
ト
で
追
分
髭
茶
屋
町
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
サ
ト
ウ
の
奈
良
街
道
の

描
写
は
簡
略
で
あ
る
が
、「
小
山
の
間
を
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
道
を
通
っ
て
追

分
に
達
し
」
と
い
う
部
分
が
、
奈
良
街
道
の
現
伏
見
区
醍
醐
か
ら
現
山
科
区
小

野
・
大
宅
・
大
塚
・
小
山
辺
り
の
こ
と
を
示
す
部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
、「
小

山
の
間
を
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
道
」
と
い
う
描
写
に
注
意
す
る
な
ら
、
そ
れ
と

合
致
す
る
の
は
、
醍
醐（
醍
醐
寺
門
前
）か
ら
小
野（
隋
心
院
門
前
）に
向
か
う
府
道
大

津
宇
治
線
の
伏
見
区
醍
醐
新
町
裏
町
か
ら
醍
醐
上
ノ
山
町
の
辺
り（
弘
法
大
師
独ど
っ

鈷こ

水
の
辺
り
）と
、
山
科
区
音
羽
珍
事
町
・
小
山
鎮
守
町（
そ
の
境
界
を
奈
良
街
道
が
通

る
）か
ら
京
都
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
高
架
を
く
ぐ
っ
て
、
四
ノ
宮
芝
畑
町
・

小
山
神
無
森
町（
同
じ
く
そ
の
境
界
を
奈
良
街
道
が
通
る
）を
追
分
髭
茶
屋
町
に
至
る

上
り
坂
の
辺
り（
音
羽
病
院
前
か
ら
京
都
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
高
架
を
く
ぐ
っ
て
の

上
り
坂
）の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
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奈
良
街
道
の
描
写
が
簡
略
で
あ
る
の
に
対
し
、
髭
茶
屋
追
分（
追
分
髭
茶
屋
町
）

を
め
ぐ
る
サ
ト
ウ
の
記
述
は
、
車
石
や
、
大
津
絵
・
茶
焙
じ
場
の
物
産
の
こ
と
も

記
し
て
精
緻
で
あ
る
。
明
治
十
四
年（
一
八
八
一
）の
『
京
都
府
地
誌
』
宇
治
郡
村

誌
の
髭
茶
屋
町
の
記
述
で
は
、
髭
茶
屋
町
の
物
産
は
製
茶
・
算
盤
・
針
・
紡
小
車

と
さ
れ
、「
京
都
及
ビ
各
国
ヘ
輸
出
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
か
ら（（3
（

、
製
茶
・
算
盤
に

関
し
て
は
サ
ト
ウ
の
観
察
と
一
致
す
る
。

　

山
科
は
京
都
の
東
の
玄
関
で
あ
り
、
京
都
は
も
と
よ
り
、
伏
見
・
大
坂
や
奈
良

に
向
か
う
街
道
の
追
分
に
も
当
た
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
な
が
ら
、
洛
中
に
比
し

て
記
録
に
登
場
す
る
頻
度
は
少
な
い
。
右
に
記
し
た
の
は
そ
の
山
科
の
街
道
を
め

ぐ
る
記
録
の
一
端
で
あ
る（（3
（

。

注（
1
）	

風
人
社
編
『
ホ
ン
ト
に
歩
く
東
海
道
第
15
集 

南
草
津
～
三
条
大
橋
・
伏
見
』
風

人
社
、
二
〇
一
六
年
。
東
海
道
の
北
側
が
近
江
国
の
現
大
津
市
追
分
町
、
南
側
が
山

城
国
の
現
山
科
区
髭
茶
屋
町
・
八
軒
屋
敷
町
で
あ
り
、
街
道
を
挟
ん
だ
両
側
で
所
属

す
る
国
が
異
な
っ
て
い
た
。
図
1
は
、
京
都
橘
女
子
大
学
・
山
科
民
俗
調
査
会
「
山

科
の
地
域
景
観
と
民
俗
の
変
容
」（
山
科
本
願
寺
・
寺
内
町
研
究
会
編
『
掘
る
・
読

む
・
歩
く　

本
願
寺
と
山
科
二
千
年
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
三
年
。
原
図
は
、
古
地
図

研
究
会
編
『
明
治
大
正
日
本
の
五
万
分
の
一
地
図
集
成
Ⅲ
』
学
生
社
、
一
九
八
三
年
、

所
収
）掲
載
の
大
正
六
年（
一
九
一
七
年
）改
版
五
万
分
の
一
地
図
に
加
筆
。

（
2
）	

竹
村
俊
則
校
注
『
都
名
所
図
会
』
上
巻
、
角
川
文
庫
、
一
九
六
八
年
、
三
〇
〇
頁
。

「
追
分
は
京
師
・
伏
見
・
大
津
の
駅
路
な
り
。
道み
ち

分わ
け

の
石
に
柳
は
緑
、
花
は
紅
の
文

字
を
刻
む
」
と
あ
る
。
今
井
金
吾
『
江
戸
の
旅 

東
海
道
五
十
三
次
物
語
』
河
出
文

庫
、
一
九
八
八
年
、
二
三
二
頁
。
臼
井
喜
之
介
『
風
物
詩 

京
都
文
学
散
歩 

続
篇
』

展
望
社
、
一
九
七
七
年
改
装
版
、
五
一
九
頁
。

（
3
）	

山
本
眞
嗣
『
京
・
伏
見
歴
史
の
旅
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。
横
田
冬
彦

「
豊
臣
政
権
と
首
都
」（
日
本
史
研
究
会
編
『
豊
臣
秀
吉
と
京
都　

聚
楽
第
・
御
土

居
と
伏
見
城
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
4
）	

風
人
社
編
『
ホ
ン
ト
に
歩
く
東
海
道
第
16
集 

京
街
道（
追
分
～
樟
葉
・
伏
見
）』

風
人
社
、
二
〇
一
七
年
。
同
編
『
ホ
ン
ト
に
歩
く
東
海
道
第
17
集 

京
街
道（
樟
葉
～

高
麗
橋
）』
風
人
社
、
二
〇
一
七
年
。
伊
東
宗
裕
「
江
戸
時
代
の
伏
見
」（
日
本
史
研

究
会
編
『
豊
臣
秀
吉
と
京
都　

聚
楽
第
・
御
土
居
と
伏
見
城
』
前
掲
）。

（
5
）	

浅
井
了
意
、
朝
倉
治
彦
校
注
『
東
海
道
名
所
記
』
2
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九

七
九
年
、
一
三
六
―
一
三
八
頁
。

（
6
）	

『
都
名
所
図
会
』
巻
之
五
は
、「
大
亀
谷
は
藤
の
森
よ
り
勧
修
寺
を
経
て
山
科
・
追

分
に
出
づ
る
街
道
な
り
。
い
に
し
へ
こ
の
所
に
茶
店
あ
り
て
、
容
顔
艶
は
し
き
女
あ

り
。
名
を
お
亀
と
称
す
。
自
然
と
所
の
名
に
呼
ん
で
大
亀
谷
と
い
ひ
し
な
り
」
と
し

て
、
お
亀
と
い
う
茶
屋
の
女
が
い
た
こ
と
か
ら
大
亀
谷
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
異
説
を

述
べ
る（
竹
村
俊
則
校
注
『
都
名
所
図
会
』
下
巻
、
角
川
文
庫
、
一
九
六
八
年
、
七

〇
頁
）。

（
7
）	

渋
谷
越
は
古
く
苦く

集ず

滅め

道じ

と
も
呼
ば
れ
た
。
元
弘
三
年（
一
三
三
三
）五
月
、
六
波

羅
探
題
北
方
北
条
仲
時
ら
が
六
波
羅
を
落
ち
、
近
江
番
場
蓮
華
寺
で
自
殺
す
る
に
際

し
て
通
っ
た
の
も
こ
の
道
で
あ
る
。『
太
平
記
』
巻
第
九
「
主
上
上
皇
御
沈
落
事
」

に
、「
苦
集
滅
道
の
辺
に
野
伏
充み
ち

満み
ち

て
、
十
方
よ
り
射
け
る
矢
に
、
左
近
将
監
時
益

は
、
頸
の
骨
を
被
レ

射
て
、
馬
よ
り
倒

さ
か
さ
まに

落
ち
ぬ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
六
波
羅
探
題

南
方
北
条
時
益
は
、
東
山
か
ら
五さ
つ
き月
闇や
み

の
中
を
渋
谷
越
で
山
科
に
抜
け
る
途
中
、
待

ち
伏
せ
て
い
た
野
伏
の
射
た
矢
で
頸
の
骨
を
射
ら
れ
て
落
馬
し
死
亡
し
た
。
ま
た
、

「
四
宮
河
原
を
過
さ
せ
給
処
に
、（
中
略
）何
く
よ
り
射
る
共
知
ら
ぬ
流
矢
、
主
上

（
光
厳
天
皇
―
引
用
者
）の
左
の
御
肱ひ
じ

に
立
に
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
六
波
羅
探
題

に
同
行
し
て
い
た
持
明
院
統
の
光
厳
天
皇
は
、
渋
谷
越
が
東
海
道
に
合
流
す
る
山
科

の
四
宮
河
原
で
流
れ
矢
が
肱
に
当
っ
て
負
傷
し
た（
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
』
二
、

角
川
文
庫
、
一
九
八
二
年
、
九
〇
―
九
二
頁
）。

（
8
）	
蹴
上
水（
今
は
な
い
）は
、『
都
名
所
図
会
』
巻
之
三
に
、「
蹴
上
水
は
、
む
か
し
源

牛
若
丸
、
金
売
吉
次
に
具
せ
ら
れ
、
陸
奥
へ
赴
き
給
ひ
し
時
、
平
家
の
侍
関せ
き
が
は
ら
原
与
市

と
い
ふ
者
、
牛
若
の
美
少
年
に
戯
む
れ
、
こ
の
水
を
蹴
上
げ
し
か
ば
、
牛
若
丸
太
刀

を
抜
い
て
与
市
を
は
じ
め
郎
等
ど
も
を
多
く
伐き

り

捨
て
通
り
給
ひ
し
よ
り
、
名
づ
け
初

記録に見る山科の街道と旅

39



め
し
な
り
」
と
し
て
、
源
義
経
伝
説
に
よ
る
地
名
の
由
来
を
伝
え
る（
竹
村
俊
則
校

注
『
都
名
所
図
会
』
上
巻
、
前
掲
、
二
九
六
頁
）。
蹴
上
付
近
の
義
経
伝
説
と
か
か

わ
る
「
史
跡
」（
義
経
地
蔵
二
体
・
義
経
大
日
如
来
。
義
経
が
斬
り
殺
し
た
関
原
与

市
ら
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
九
体
の
地
蔵
を
祀
っ
た
う
ち
の
現
存
す
る
も
の
と
い

う
）の
現
状
は
、
川
口
正
貴
『
源
義
経
と
源
平
の
京
都
』
ユ
ニ
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
四

年
、
三
〇
―
三
三
頁
、
山
科
区
御
陵
血
洗
町（
京
都
薬
科
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
）の

「
義
経
の
腰
掛
石
」「
牛
若
丸
血
洗
池
」（
与
市
ら
を
斬
り
殺
し
た
刀
を
洗
っ
た
と
い

う
）の
現
状
は
、
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
編
『
義
経
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
京
都
新
聞

出
版
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
八
―
一
一
九
頁
、
参
照
。
前
者
に
つ
い
て
、

『
雍
州
府
志
』
巻
第
九
の
「
九
体
町
」
の
項
に
は
、「
同
処（
蹴
上
水
、
六
軒
茶
屋
の

辺
り
―
引
用
者
）ニ
在
リ
。
相
伝
フ
、
与
市
ガ
徒
九
人
斯
ノ
処
ニ
於
テ
斬
ラ
ル
。
土

人
之
ヲ
憐
ミ
斯
ノ
処
ニ
九
体
ノ
石
阿
弥
陀
仏
ヲ
造
リ
之
ヲ
薦
ト
フ
。
今
其
ノ
像
纔
ニ

残
レ
リ
」
と
そ
の
由
来
を
伝
え
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
「
血
洗
池
」
の
項
に
、

「
義
経
、
与
市
ガ
徒
ヲ
斬
テ
、
而
シ
テ
後
、
刀
ヲ
洗
フ
処
也
」
と
そ
の
由
来
を
伝
え

る（『
新
修
京
都
叢
書
』
第
十
巻 

雍
州
府
志
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
六
九
六

―
六
九
七
頁
）。

（
9
）	

京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』
平
凡
社
、
一
九
八
八
年
、
二
六
九
頁
、

な
ど
。

（
10
）	

村
田
路
人
「
近
世
の
山
科
」（
後
藤
靖
・
田
端
泰
子
編
『
洛
東
探
訪　

山
科
の
歴

史
と
文
化
』
淡
交
社
、
一
九
九
二
年
）。
同
「
近
世
の
山
科
」（
京
都
橘
大
学
・
山
科

区
役
所
協
力
『
山
科
の
歴
史
と
現
代
』
山
科
経
済
同
友
会
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
11
）	

ケ
ン
ペ
ル
、
斎
藤
信
訳
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七

年
、
一
三
一
頁
。

（
12
）	

『
新
修
京
都
叢
書
』
第
十
六
巻 

山
州
名
跡
志
坤
、
臨
川
書
店
、
一
九
六
九
年
、
三

二
頁
。
京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』（
前
掲
）、
二
六
九
頁
に
も
所
載
。

以
下
、
記
録
・
地
誌
の
う
ち
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』
に
掲
載（
抄
録
）さ
れ

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
宜
引
用
を
略
す
。

（
13
）	

タ
イ
ム
ス
ペ
ー
ス
『
京
都
』
昭
文
社
Ｕ
ガ
イ
ド
、
一
九
九
三
年
十
二
版
、
四
〇
四

頁
。
四
半
世
紀
前
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
同
書
掲
載
の
山
科
・
醍
醐
の
料
理
屋
・

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
う
ち
、
奴
茶
屋
は
も
と
よ
り
、
山
科
区
安
朱
馬
場
町（
毘
沙

門
堂
参
道
）の
ひ
の
き
、
安
兵
衛
、
上
花
山
花
ノ
岡
町（
渋
谷
越
。
五
条
バ
イ
パ
ス
）

の
京
都
東
急
イ
ン
、
六
地
蔵
駅
前
の
京
都
醍
醐
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
、
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー

ツ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
施
設
の
ほ
と
ん
ど
が
一
九
九
〇
年
代
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
に
廃
業
し
て
今
は
な
い
。
往
時
の
奴
茶
屋
に
つ
い
て
、
臼
井
喜
之
介

氏
は
「
山
科
あ
た
り
で
と
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を
上
手
に
煮
つ
け
て
食
べ
さ
す
の
で
有

名
だ
」
と
述
べ
て
い
た（
臼
井
喜
之
介
『
風
物
詩 

京
都
文
学
散
歩 

続
篇
』
前
掲
、

五
一
九
頁
）。

（
14
）	

『
京
都
叢
書
』
都
名
所
図
会
・
拾
遺
都
名
所
図
会
、
京
都
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一

六
年
、
一
六
二
―
一
六
三
頁（
奴
茶
屋
の
図
絵
あ
り
）、
一
六
六
頁
。
片
岡
丑
兵
衛
と

い
う
弓ゆ
み

箭や

の
達
人
が
旅
人
を
悩
ま
す
盗
人
を
討
伐
し
、
人
家
も
な
い
こ
の
場
所
に
茶

屋
を
建
て
て
旅
人
を
送
り
迎
え
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
と
い
う
。
奴
茶
屋
は
和
宮
や

明
治
天
皇
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
が
京
都
か
ら
江
戸
に
下
向
す
る
途
次
に
休
息
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
幕
末
に
新
選
組
の
武
田
観
柳
斎（
新
人
物
往
来
社
編
『
新
選

組
大
事
典
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
四
年
、
一
五
五
頁
「
武
田
観
柳
斎
」
の
項
）

活
躍
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。
慶
応
元
年（
一
八
六
五
）八
月
八
日
、
薩
摩
藩
の
橋
口
四

郎
・
隈
本
壮
助
が
「
洛
東
蹴
上
村
」
の
奴
茶
屋
に
押
し
入
り
、
金
策
の
強
談
を
し
た
。

亭
主
は
困
っ
て
新
選
組
の
屯
所
に
訴
え
、
新
選
組
は
武
田
観
柳
斎
の
指
揮
で
、
六
、

七
名
が
奴
茶
屋
に
出
張
し
た
。
二
人
は
新
選
組
と
見
る
や
、
一
言
も
な
く
、
抜
刀
し

て
掛
か
っ
た
が
、
橋
口
は
即
死
し
、
隈
本
は
深
手
を
負
っ
て
生
け
捕
ら
れ
、
一
応
の

尋
問
の
の
ち
、
二
本
松
の
薩
摩
藩
邸
に
身
柄
を
送
ら
れ
た
。
激
し
い
戦
闘
で
武
田
観

柳
斎
は
刀
を
折
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る（
西
村
兼
文
『
新
撰
組
始
末
記
〈
一
名 

壬
生
浪
士
始
末
記
〉』。
新
人
物
往
来
社
編
『
新
選
組
史
料
集
』
新
人
物
往
来
社
、
一

九
九
三
年
、
二
九
頁
）。
西
村
兼
文（
新
選
組
の
屯
所
と
さ
れ
た
西
本
願
寺
の
侍
臣
）

は
、
奴
茶
屋
の
場
所
を
「
洛
東
蹴
上
村
奴
茶
屋
」
と
記
し
て
い
る
が
、
三
条
口（
粟

田
口
）か
ら
三
条
街
道
を
下
り
、
蹴
上
か
ら
日
ノ
岡
を
詰
め
る
と
安
朱
村
の
奴
茶
屋

が
あ
り
、
洛
中
か
ら
見
て
感
覚
的
に
同
一
方
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
混
同
で
あ
る
と

考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
義
経
に
よ
る
関
原
与
一
の
斬
殺
伝
説
で
も
、
伝

説
に
も
と
づ
く
「
遺
跡
」
の
場
所
は
洛
中
か
ら
見
て
感
覚
的
に
同
一
方
向
の
蹴
上
か

ら
御
陵
の
血
洗
町
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
記
す
の
は
、
西
村
兼
文
に
よ

る
「
洛
東
蹴
上
村
奴
茶
屋
」
の
記
述
を
重
視
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、『
龍
馬
・
新
選
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組
が
駆
け
た
幕
末
京
都
め
ぐ
り
地
図
』
ユ
ニ
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
九
年
、
は
、「
山
科

奴
茶
屋（
明
治
天
皇
御
幸
処
）」
と
は
別
に
、
わ
ざ
わ
ざ
蹴
上
に
「
奴
茶
屋
跡（
武
田

観
柳
斎
、
薩
摩
藩
士
捕
殺
の
地
）」
を
記
し
て
い
る
が
、
多
少
穿う
が

ち
す
ぎ
た
見
解
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る（
新
人
物
往
来
社
編
『
新
選
組
史
跡
事
典（
西
日
本
編
）』
新
人

物
往
来
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
六
六
頁
、
も
同
様
に
多
少
穿
っ
た
考
察
を
し
て
い

る
）。
江
戸
時
代
に
行
政
区
分
と
し
て
の
「
蹴
上
村
」
と
い
う
村
は
な
い
。
蹴
上
は

蹴
上
六
軒
町
・
蹴
上
九
体
町
が
あ
る
「
東
海
道
筋
立
場
」（
追
分
髭
茶
屋
町
と
と
も

に
京
都
三
条
と
大
津
宿
の
間
の
休
憩
所
）で
あ
っ
た（
中
山
清
『
近
世
の
山
科 

山
科

の
近
世　

京
都
近
郊
天
皇
領
の
記
録
』
文
理
閣
、
二
〇
一
七
年
、
九
四
―
九
六
頁
）。

こ
の
よ
う
な
「
中
心
」
か
ら
見
た
「
周
縁
」
の
混
同
の
著
名
な
事
例
と
し
て
は
、
江

戸
の
南
郊
外
、
大
井
村
の
一
本
松
に
あ
っ
た
一
本
松
獄
門
場
が
、
隣
村
不い
り
や
ま
ず

入
斗
村
入

新
井
の
鈴
の
森
と
混
同
し
て
、
江
戸
の
方
か
ら
見
て
の
鈴
ヶ
森
刑
場
の
総
称
が
定
着

し
て
し
ま
っ
た
事
例
が
あ
る（
現
品
川
区
南
大
井
二
丁
目
。
日
蓮
宗
大
経
寺
が
あ
る
。

品
川
区
文
化
財
研
究
会
『
品
川
区
の
歴
史
』
名
著
出
版
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
七
頁
。

平
野
栄
次
『
品
川
区
史
跡
散
歩
』
学
生
社
、
一
九
七
九
年
、
一
七
二
―
一
七
四
頁
）。

（
15
）	

ケ
ン
ペ
ル
、
斎
藤
信
訳
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』（
前
掲
）、
二
二
三
頁
。

（
16
）	

同
二
七
〇
―
二
七
一
頁
。

（
17
）	

林
美
一
氏
は
、「
奴
茶
屋
の
立
場
を
過
ぎ
て
日
の
岡
・
蹴
上
と
な
る
が
、
東
下
り

の
旅
人
た
ち
は
、
こ
の
辺
の
茶
店
に
休
ん
で
留
別
の
酒
宴
に
別
れ
を
惜
し
ん
だ
も
の

で
あ
っ
た
。
逆
に
上
り
の
旅
人
を
出
迎
え
る
者
た
ち
も
、
こ
の
あ
た
り
で
落
ち
合
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る（
林
美
一
『
艶
本
紀
行 

東
海
道
五
十
三
次
』
河
出
文
庫
、
一
九

八
六
年
、
三
四
三
頁
）。

（
18
）	

ケ
ン
ペ
ル
、
斎
藤
信
訳
『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』（
前
掲
）、
三
〇
〇
―
三
〇
一
頁
。

（
19
）	

『
社
寺
の
建
造
物
と
障
壁
画 

第
一
集 

臨
川
寺
・
曇
華
院
・
毘
沙
門
堂
』
京
都
市

文
化
観
光
局
文
化
財
保
護
課
、
一
九
七
八
年（
川
上
貢
・
武
田
恒
夫
執
筆
）。『
週
刊

古
社
名
刹
巡
拝
の
旅
39
山
科
・
醍
醐 

京
都 

醍
醐
寺
・
毘
沙
門
堂
』
集
英
社
、
二
〇

一
〇
年（
左
方
郁
子
執
筆
）。

（
20
）	

寛
永
寺
と
輪
王
寺
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
松
本
和
也
氏
は
、「
当
時
の
輪
王
寺
と

寛
永
寺
の
関
係
は
、
寛
永
寺
の
住
職
と
い
う
べ
き
も
の
が
輪
王
寺
の
宮
で
あ
り
、
東

叡
山
御
門
主
と
も
よ
ば
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る（
松
本
和
也
『
台
東
区
史
跡
散
歩
』

学
生
社
、
一
九
七
七
年
、
一
八
―
一
九
頁
）。
輪
王
寺
宮
に
つ
い
て
、
三
田
村
鳶
魚

は
、「
将
軍
も
十
五
代
で
あ
っ
た
が
、
公
卿
か
ら
は
輪
王
寺
宮（
こ
れ
は
朝
廷
か
ら
の

呼
称
）と
申
し
、
幕
府
か
ら
は
日
光
御
門
主
、
略
し
て
は
日
門
様
と
申
し
上
げ
た
、

そ
の
御
門
主
も
公
遵
法
親
王
が
御
再
職
な
さ
れ
は
し
た
が
、
最
後
の
鎮
護
王
院
公
現

法
親
王（
後
の
北
白
川
能
久
親
王
）ま
で
、
十
五
代
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
三
田
村
鳶
魚
「
寛
永
寺
の
上
野
」『
芝
・
上
野
と
銀
座
』
中
公
文
庫
、
一
九
九
九
年
、

一
三
二
―
一
三
三
頁
）。
な
お
、
産
経
新
聞
社
会
部
編
『
東
京
風
土
図
』
Ⅱ
、
社
会

思
想
研
究
会
出
版
部
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
六
一
年
、
六
一
頁
、
徳
永
隆
平
『
東
京

の
寺
』
保
育
社
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
三
年
、
六
頁
、
も
参
照
。

（
21
）	

森
鷗
外
「
能
久
親
王
事
蹟
」（『
鷗
外
歴
史
文
学
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
一
年
）。
山
崎
有
信
『
彰
義
隊
戦
史
』
マ
ツ
ノ
書
店
、
二
〇
〇
八
年
復
刻（
一
九
一

〇
年
元
版
）。

（
22
）	

Ｊ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ッ
ク
、
ね
ず
・
ま
さ
し 

小
池
晴
子
訳
『
ヤ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン 

横

浜
と
江
戸
』
1
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
〇
年
、
一
五
一
―
一
五
二
頁
。

（
23
）	

『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯
下
補
任
部
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
八
年
訂
正

三
版
五
刷
、
所
収
。
な
お
、
公
弁
法
親
王
に
先
立
っ
て
、
毘
沙
門
堂
を
山
科
に
移
築

再
建
し
た
公
海
も
元
禄
八
年（
一
六
九
五
）十
月
十
六
日
、
八
十
九
歳
で
山
科
毘
沙
門

堂
で
死
去
す
る
と
、
毘
沙
門
堂
乾（
西
北
）隅
の
墓
地
に
葬
ら
れ
た（『
日
光
山
門
跡
次

第
』）。
公
海
は
天
皇
家
の
出
自
で
は
な
い
が（
公
家
の
花
山
院
忠
長
の
子
）、
毘
沙
門

堂
の
輪
王
寺
宮
墓
地
に
葬
ら
れ
た
最
初
の
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
24
）	

戦
前
絵
葉
書
「
後
西
院
天
皇
皇
子
公
弁
親
王
・
中
御
門
院
天
皇
皇
子
公
遵
親
王
・

輪
王
寺
宮
御
墓（
山
科
安
朱
）」。
同
「
山
科
毘
沙
門
堂
門
跡
歴
代
親
王
御
陵
」。
竹
村

俊
則
『
昭
和
京
都
名
所
図
会
6
洛
南
』
駸
々
堂
、
一
九
八
六
年
、
二
九
九
頁
。

（
25
）	

上
野
の
山
の
北
裏
、
現
台
東
区
谷
中
七
丁
目
、
谷
中
墓
地
の
間
か
ら
上
根
岸（
現

根
岸
二
丁
目
）へ
下
る
御
隠
殿
坂
が
あ
っ
た
が
、
東
北
本
線
の
敷
設
に
よ
っ
て
削
り

取
ら
れ
て
し
ま
っ
た（
石
川
悌
二
『
東
京
・
山
の
手
の
坂 

下
町
の
橋
』
池
田
書
店
、

一
九
七
六
年
、
二
〇
四
頁
。
小
森
隆
吉
『
台
東
区
の
歴
史
』
名
著
出
版
、
一
九
七
八

年
、
一
八
七
頁
。
横
関
英
一
『
江
戸
の
坂 

東
京
の
坂
』
中
公
文
庫
、
一
九
八
一
年
、

二
一
四
頁
。
林
家
こ
ぶ
平
『
お
江
戸
週
末
散
歩
』
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
、
一
五

頁
）。
こ
れ
が
寛
永
寺
か
ら
根
岸
別
殿（
御
隠
殿
）に
下
る
坂
で
あ
っ
た
。

記録に見る山科の街道と旅

41



（
26
）	

本
橋
信
宏
『
東
京
最
後
の
異
界 

鶯
谷
』
宝
島
社
、
二
〇
一
三
年
、
三
頁
。
な
お
、

矢
田
挿
雲
『
江
戸
か
ら
東
京
へ
』
第
一
巻
、
中
公
文
庫
、
一
九
七
五
年
、「
下
谷
区

（
台
東
区
）」
の
「
鶯
と
狸
の
根
岸
」
の
項
も
参
照
。
台
東
区
根
岸
の
現
況
に
つ
い
て

は
、
泉
麻
人
『
大
東
京
23
区
散
歩
』
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
八
六
頁
も
参
照
。

（
27
）	

森
ま
ゆ
み
『
彰
義
隊
遺
聞
』
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、
一
〇
七
頁
。
森
氏
は
地

域
雑
誌
『
谷
中
根
津
千
駄
木
』
の
編
集
者
と
し
て
、
内
田
康
夫
『
上
野
谷や

中な
か

殺
人
事

件
』
角
川
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
な
お
、
三
田

村
鳶
魚
「
寛
永
寺
の
上
野
」（『
芝
・
上
野
と
銀
座
』
前
掲
）、
加
藤
蕙
・
坂
口
よ
し

朗
『
都
電
荒
川
線
各
駅
停
車
』
保
育
社
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
八
三
年
、「
孤
高

に
生
き
た
尾
形
乾
山
」
の
項
も
参
照
。

（
28
）	

山
田
邦
和
『
京
都 

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
探
検 

上 

上
京 

洛
北 

洛
東
・
山
科
』
新
泉

社
、
二
〇
一
七
年
、「
徳
川
家
光
廟
か
ら
来
た
灯
籠
―
毘
沙
門
堂
」。

（
29
）	

御
隠
殿
に
つ
い
て
、
松
本
和
也
氏
は
、「
公
遵
親
王
が
浅
草
伝
法
院
に
隠
居
さ
れ

た
後
、
根
岸
へ
本
格
的
に
隠
居
所
を
造
り
、
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）に
は
、
根
岸
を

御
隠
殿
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
上
野
戦
争
で
焼
失
し
、
明
治
以
後
は
鉄
道
敷
地

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
現
在
近
く
の
根
岸
薬
師
堂（
根
岸
2
―
19
―
10
）に
、
御
隠
殿

跡
の
碑
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（
松
本
和
也
『
台
東
区
史
跡
散
歩
』
前
掲
、
九
八

頁
）。
公
遵
を
め
ぐ
る
氏
の
典
拠
史
料
も
、『
日
光
山
門
跡
次
第
』
で
あ
ろ
う
。

（
30
）	

な
お
、
親
王
で
関
東
に
下
向
し
、
京
都
に
戻
っ
て
山
科
に
葬
ら
れ
た
人
物
の
先
蹤

と
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の
皇
族（
親
王
）将
軍
と
し
て
鎌
倉
に
下
向
し
た
宗
尊
親
王（
後

嵯
峨
天
皇
皇
子
。
一
二
四
二
―
七
四
）の
事
例
が
あ
る
。『
勘
仲
記
』
文
永
十
一
年

（
一
二
七
四
）八
月
一
日
条
に
、「
今
夕
中
書
王（
宗
尊
親
王
―
引
用
者
）御
葬
礼
、
奉
レ

渡
二

山
科
一、
被
レ

用
二

御
車
一、
如
二

平
生
御
行
一

云
々
」
と
あ
っ
て（
史
料
纂
集
〈
高
橋
秀

樹
・
櫻
井
彦
・
中
込
律
子
校
訂
〉『
勘
仲
記
』
第
一
、
八
木
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、

五
七
頁
）、
宗
尊
親
王
の
墓
所
が
山
科
に
営
ま
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
31
）	

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
、
坂
田
精
一
訳
『
一
外
交
官
の
見
た
明
治
維
新
』
上
、
岩

波
文
庫
、
一
九
六
〇
年
、
二
六
六
―
二
六
七
頁
。

（
32
）	

風
人
社
編
『
ホ
ン
ト
に
歩
く
東
海
道
第
16
集 

京
街
道（
追
分
～
樟
葉
・
伏
見
）』

（
前
掲
）、「M

A
P N
o.61

髭
茶
屋
追
分
～
墨
染
」「M

A
P N
o.62

墨
染
～
淀
」。

（
33
）	

六
地
蔵（
京
阪
電
車
宇
治
線
六
地
蔵
駅
）の
現
況
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
京
阪
電
車
×
響
け
！
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム2019 

舞
台
め
ぐ
りM

A
P

」
京
阪
電
車
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年
、
参
照
。
六
地
蔵
の
地
名
は
、
当
地
の
大
善
寺

（
現
伏
見
区
桃
山
町
西
町
）が
京
都
か
ら
地
方
に
至
る
街
道
に
沿
っ
た
六
地
蔵
廻
り

（
廻
地
蔵
）の
一
番（
奈
良
街
道
）と
さ
れ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
が（
本
稿
で
言
及
し
た

東
海
道
の
四
宮
地
蔵
も
そ
の
一
つ
）、
廻
地
蔵（
六
地
蔵
）の
名
は
確
実
な
史
料
に
早

く
、
関
白
鷹
司
兼
平
が
宇
治
平
等
院
に
御お
い
で出
し
た
際
、
供
奉
し
た
勘か

解で

由の

小こ
う
じ路
兼
仲

の
馬
が
中
途
で
病
気
に
な
り
、「
廻
地
蔵
以
南
」
に
お
い
て
馳
せ
参
っ
た
と
い
う

『
勘
仲
記
』
弘
安
元
年（
一
二
七
八
）十
月
二
十
日
の
記
事
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（
史
料
纂
集
『
勘
仲
記
』
第
二
、
八
木
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
一
八
頁
）。

（
34
）	

風
人
社
編
『
ホ
ン
ト
に
歩
く
東
海
道
第
16
集 

京
街
道（
追
分
～
樟
葉
・
伏
見
）』

（
前
掲
）、「M

A
P N
o.64 

奈
良
街
道
経
由
伏
見
」。

（
35
）	

京
都
市
編
『
史
料
京
都
の
歴
史
11
山
科
区
』（
前
掲
）、
三
八
九
頁
。

（
36
）	

な
お
、
近
代
文
学
に
山
科
が
描
か
れ
た
事
例
と
し
て
は
、「
山
科
川
の
小
さ
い
流

れ
に
つ
い
て
来
る
と
、
月
が
高
く
、
寒
い
風
が
刈
田
を
渡
っ
て
吹
い
た
」
で
は
じ
ま

る
志
賀
直
哉
の
「
山
科
の
記
憶
」（
一
九
二
五
年
発
表
。「
山
科
川
」
は
正
確
に
は
山

科
川
に
注
ぐ
支
流
の
四
ノ
宮
川
）が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が（
志
賀
直
哉
『
城
の
崎
に

て
』
角
川
文
庫
、
一
九
七
三
年
改
版
十
三
版
、
所
収
）、
戦
後
で
は
和
久
峻
三
の
推

理
小
説
が
あ
る
。
和
久
の
推
理
小
説
は
、
多
作
も
相
俟
っ
て
傑
作
と
は
い
え
な
い
も

の
も
あ
る
が
、
京
都
府
警
の
警
部
補
音
川
音
次
郎
を
主
人
公
と
す
る
「
京
都
殺
人
案

内
シ
リ
ー
ズ
」
第
一
作
の
長
編
『
死
体
の
指
に
ダ
イ
ヤ
』
で
は
、「
洋
子
は
山
科
の

南
大
塚
で
バ
ス
を
降
り
、
家
路
へ
向
か
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
音
川
音
次
郎
が
娘

の
洋
子
と
二
人
暮
ら
し
を
す
る
家
が
、
山
科
の
大
塚（
奈
良
街
道
に
沿
っ
た
京
阪
バ

ス
南
大
塚
バ
ス
停
を
降
り
、
東
に
あ
る
妙
見
寺
参
道
へ
入
っ
た
辺
り
）に
所
在
す
る

設
定
に
な
っ
て
い
る（
和
久
峻
三
『
死
体
の
指
に
ダ
イ
ヤ　

京
都
連
続
殺
人
事
件
』

角
川
文
庫
、
一
九
七
七
年
、
四
三
一
頁
）。
こ
の
設
定
は
、
第
二
作
以
降
で
も
一
応

踏
襲
さ
れ
て
い
る
が（
シ
リ
ー
ズ
第
九
作
の
中
編
「
夕
顔
の
女
」
に
は
「
音
川
た
ち

は
、
山
科
の（
音
川
の
―
引
用
者
）家
の
前
で
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
」
と
あ
る
〈
和
久

峻
三
『
復
讐
の
時
間
割
』
角
川
文
庫
、
一
九
八
七
年
、
二
九
四
頁
。『
復
讐
の
時
間

割
』
は
「
京
都
殺
人
案
内
シ
リ
ー
ズ
」
第
五
冊
目
〉。
ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
第
十
作
の

長
編
〈
第
六
冊
目
〉
の
『
明
智
光
秀
の
謎
殺
人
事
件
』
に
も
、「
音
川
音
次
郎
が
、
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山
科
の
自
宅
へ
帰
る
と
、
一
人
娘
の
洋
子
が
、
い
そ
い
そ
と
出
迎
え
て
く
れ
た
」
と

あ
る
〈
同
『
明
智
光
秀
の
謎
殺
人
事
件　

妖
星
の
い
け
に
え
』
光
文
社
文
庫
、
一
九

九
六
年
、
五
四
頁
〉）、
シ
リ
ー
ズ
第
四
冊
目
収
録
の
表
題
作
「
血
の
償
い
」（
シ

リ
ー
ズ
第
七
作
の
中
編
）で
は
、
登
場
人
物
の
女
性
が
山
科
の
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
に

軟
禁
さ
れ
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
軟
禁
場
所
か
ら
女
性
が
大
学
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
塀
に
沿
っ
て
走
っ
て
逃
げ
、
飛
び
込
ん
だ
タ
バ
コ
屋
は
、「
旧
三
条
通
り
と
呼
ば

れ
て
い
る
古
い
家
並
の
並
ぶ
一
画
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、
大
津
か
ら
山
科
、
京
都

へ
通
じ
る
東
海
道
が
通
っ
て
い
た
の
だ
。
彼
女
が
、
大
学
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
と

言
っ
た
の
は
、
京
都
薬
科
大
学
の
こ
と
だ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る（
和
久
峻
三
『
血

の
償
い　

京
都
殺
人
案
内
』
角
川
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
二
六
七
―
二
六
九
頁
。

「
京
都
殺
人
案
内
」
は
藤
田
ま
こ
と
に
よ
る
音
川
音
次
郎
役
主
演
で
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
さ
れ
た
が
、
藤
田
ま
こ
と
の
好
演
に
、
ク
ロ
ー
ド
・
チ
ア
リ
の
印
象
深
い
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
「
夜
霧
の
シ
ル
エ
ッ
ト
」〈
Ｃ
Ｄ
『SEN

T
IM
EN
T
A
L CLA

U
D
E 

CIA
RI

』
ソ
ニ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、
二
〇
〇
三
年
、
収
録
〉
が
相
俟
っ
て
、

ド
ラ
マ
の
方
が
原
作
よ
り
も
味
わ
い
深
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ド

ラ
マ
で
は
音
川
音
次
郎
の
家
が
山
科
大
塚
に
あ
る
原
作
の
設
定
は
受
け
継
が
れ
て
い

な
い
）。
山
科
区
に
は
、
京
都
薬
科
大
学
と
京
都
橘
大
学
の
二
つ
の
大
学
が
あ
る
。

文
学
者
の
文
に
表
れ
た
京
都
橘
大
学
と
し
て
は
、
大
宅
寺
を
訪
れ
た
尾
崎
秀
樹
の
一

九
七
四
年
の
紀
行
文
に
、「（
大
宅
寺
を
―
引
用
者
）ぜ
ひ
拝
観
し
た
い
と
思
い
、
大

宅
氏
の
祖
神
を
祀
っ
た
岩
屋
神
社
の
あ
た
り
を
、
二
度
も
三
度
も
廻
っ
て
み
た
が
、

新
築
の
家
屋
が
多
く
、
大
宅
寺
の
所
在
を
知
る
人
は
な
か
な
か
い
な
か
っ
た
。
や
む

な
く
名
神
高
速
道
路
の
下
ま
で
も
ど
り
、
大
宅
の
バ
ス
停
か
ら
橘
女
子
大
学（
当
時

―
引
用
者
）の
方
へ
向
っ
て
あ
ら
た
め
て
た
ど
り
直
し
、
や
っ
と
探
し
あ
て
る
こ
と

が
で
き
た
。
小
さ
な
竹
藪
の
下
に
か
く
れ
た
、
一
般
の
家
屋
と
変
ら
な
い
建
物
で
、

本
堂
と
庫
裡
を
か
ね
た
一
棟
が
そ
れ
だ
っ
た
」
と
見
出
せ
る（
尾
崎
秀
樹
・
駒
敏
郎

『
京
都
散
策 

伏
見
宇
治
』
保
育
社
カ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
七
四
年
、
九
九
頁
）。

記録に見る山科の街道と旅
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